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建 設 委 員 会 資 料 

都市基盤部交通政策課 

 

中野区地域公共交通計画（案）について 

 

中野区地域公共交通計画（案）（以下「案」という。）について取りまとめたので、中

野区地域公共交通計画（素案）に関する意見交換会の結果と合わせ、以下のとおり報告

する。 

 

１ 意見交換会等の実施結果について 

（１）意見交換会 

  

 

 

 
  
  

（２）関係団体からの意見聴取 

    団体数：１団体（中野区福祉団体連合会）※連合会所属団体は１０団体 
 

（３）主な意見の概要と区の考え方について 

別紙１のとおり 

 

２ 中野区地域公共交通計画（素案）からの主な変更点 

   内容に関する変更点はなし（データの更新、軽微な文言や表現等の修正は除く）。 

 

３ 中野区地域公共交通計画（案） 

別紙２、３のとおり 

 

４ パブリック・コメント手続の実施について 

案に関するパブリック・コメント手続について、２月５日（月曜日）から２月２

６日（月曜日）まで実施する。区民への周知は、区報（２月５日号）及び中野区ホ

ームページへ掲載するほか、区民活動センター、図書館等で資料を公表する。 

 

５ 今後の予定 

令和６年２月 案に関するパブリック・コメント手続の実施       

３月 第１回定例会 建設委員会 

パブリック・コメントの結果及び計画策定の報告 

開催日時 会場 参加者数 

１２月８日（金）１８時～２０時 中野区役所 １人 

１２月９日（土）１０時～１２時 中野区役所 １人 

計 ２人 



 

「中野区地域公共交通計画（素案）」に対する 

主な意見の概要及び区の考え方 

 

No. 意見の概要 区の考え方 

 第３章 公共交通サービス圏域 

 

 

 

 

１ 

 公共交通ネットワークの構築が難し

いエリアが図に示されているが、その

ような地域の方の年齢構成や移動実

態、移動困難者の把握をするべき。 

その上で鉄道や路線バスに繋がるよ

うな新しいモビリティが必要か、又は

既存の公共交通を活かしながら福祉的

な移動のサポートを充実させるべきか

検討いただきたい。 

 

 公共交通ネットワークの構築が難し

いエリアに居住する区民の属性等は、

今後の施策展開にあたって把握してい

く必要があると考えている。また、若

宮・大和町地域で行っている実証運行

の結果等も踏まえながら、ラストワン

マイル交通の必要性や福祉施策への展

開を検討していく。 

 

第５章 施策 

 

 

 

 

２ 

中野区は交通の便が良く、公共交通

が行き届いている。高齢者にとっては

多少不便だと思うが、シェアサイクル

や電動キックボード等の新モビリティ

を導入しても高齢者にとっては使いづ

らい。そのため、新モビリティの導入

よりも、ＮＰＯ等の活用等、福祉的な

交通を検討いただきたい。 

 

公共交通の補完や今後の運転手不足

の深刻化への備えとして、高齢者も利

用可能な福祉的な交通を含め、既存公

共交通の活用や様々な交通手段を検討

していく。 

 

 

 

３ 

 ＥＶやＦＣＶは、現時点で、大部分

のエネルギー源が石炭・天然ガス等と

なり、ＣＯ２削減に繋がらないのでは

ないかと危惧している。 

電力源の脱炭素化の見通しも把握す

べき。 

 

区は、走行時にＣＯ２を排出しない

低炭素型の移動手段であるＥＶやＦＣ

Ｖの導入を促進するため、普及啓発を

図っていく。電力源の脱炭素化につい

ては、国や事業者の動向を注視してい

きたい。 

 

 その他 

 

 

 

 

 

４ 

 中野駅周辺の開発により、西武新宿

線沿線の商店街等における人の流れが

少なくなることを懸念しており、区が

目指す人口規模や人口分布等、区全体

の方針を示してほしい。 

 中野区基本計画の中で、持続可能な

まちであり続けるために、子ども女性

比の一定の維持や出生数・合計特殊出

生率の増加が必要であると示してい

る。また、中野区都市計画マスタープ

ランでは、各「まちの拠点（広域中心

拠点・交流拠点・生活拠点）」の役割

分担に則し、中野駅周辺だけではなく

西武新宿沿線各駅等の拠点を育成・整

備することとしている。 

 

別紙１ 



 

 

 

５ 

 西武新宿線の連続立体交差事業につ

いて、野方駅～井荻駅付近の具体的な

方向性が示されていないが、地下化も

視野に入れて検討してほしい。 

 西武新宿線の連続立体交差事業（野

方駅～井荻駅付近）は、現在、東京都

施行の準備中区間に位置付けられてお

り、具体的な施工方法等は、検討中と

認識している。 
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中野区地域公共交通計画

1-1　計画の趣旨

中野区は、鉄道や路線バス、タクシー等の公共交通サービスが充実し、世帯当たりの自

動車保有台数は東京都区部の中で最も少なく、徒歩や自転車、公共交通が区民の移動を

支えている状況にあります。

一方で、地形の高低差により高齢者にとって移動環境が不便な地域や、狭あいな道路

が多く路線バスネットワークの構築が難しい地域が存在する等、地域ごとに特徴があり、

公共交通サービスに差が見られます。また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とし

た人々の交通行動の変容や、公共交通の担い手不足などの問題も顕在化しており、現状

のままでは、区民の移動を支える公共交通の維持は困難になっていくことが懸念されます。

このため、区が令和3年度に策定した中野区交通政策基本方針で掲げる基本目標「公

共交通ネットワークの充実」「交通インフラの充実」「交通環境の質の向上」の達成がより強

く求められる状況にあると言えます。

そうした中、区内では中野駅周辺や西武新宿線沿線を中心としたまちづくりが進めら

れており、利便性の高い交通環境や交通結節点を形成していくための基盤の構築が期

待される状況にあります。また、全国的に見ると、自動運転や次世代モビリティ、MaaS

（Mobility as a Service）といった新技術・サービスを活用し、公共交通における諸課

題の解決を図る取組が国や交通事業者、企業、地域など多様な主体によって試みられて

います。

このような状況で、持続可能な交通環境の実現を図るため、区民や企業、交通事業者、

行政等の各主体による相互協力（共創※1）のもとで取り組んでいくことが求められます。こ

のため、区は、中野区交通政策基本方針で示した取組を具体化し、地域特性を踏まえな

がら、各主体の相互協力に基づく持続可能な地域公共交通環境の向上を図ることを目的

に、各地域の公共交通サービスの充実度や施策等を示す地域公共交通計画を策定し、取

組を推進していきます。

1-1　計画の趣旨

	 ※1	 共創：	既存の公共交通ネットワークは、主に交通事業者の取組により支えられてきた。しかし、長期的な人口の縮小や運転士

不足が顕著になった現在、「競争」から「共創」型交通への転換が必要であり、①官と民の共創、②交通事業者間の共創、③他

分野を含めた共創が求められている。国は令和3(2021)年11月に「アフターコロナ時代に向けた地域交通の共創に関する

研究会」を設置し、令和5(2023)年3月に日本の地域交通の「共創」に向けての提言を取りまとめた。
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第１章　概要

1-2　計画の位置付け

1-2-1　法的位置付け

人口減少や公共交通の担い手不足、ライフスタイルの変化等に伴い、地域公共交通の

維持・確保が重要な課題となり、令和2(2020)年の「地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律（平成19年法律第59号）」改正により、地方公共団体が「地域にとって望まし

い地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする地域公共交通計画の策定が努力義務とな

りました。また、国は、令和5年に地域の関係者の連携・協働（＝共創）を通じ、利便性・持

続可能性・生産性の高い地域公共交通の「リ・デザイン」（再構築）を進めることの必要性を

示しました。本計画は、同法律第5条の規定に基づく地域公共交通計画として策定します。

1-2-2　区の上位計画、関連計画等との関係

中野区交通政策基本方針は、中野区基本構想や中野区都市計画マスタープラン等に

おいて描かれる将来のまちの姿を実現するため、交通に関連する分野別方針等と整合を

図り、区の交通に関する基本的な方向性を示すものとして位置付けています。本計画は、

交通環境の整備に向けた具体的な施策等を示す中野区交通政策基本方針の実施計画と

して位置付けます。

1-2　計画の位置付け

図1-1　計画の位置付け

· 交通政策基本計画
（平成27（2015）年）

・ 地域公共交通の活性
化再生の促進に関す
る基本方針

（令和2（2020）年）

中野区基本構想

中野区都市計画
マスタープラン

中野区交通政策
基本方針

中野区地域
公共交通計画

中野区基本計画

各まちづくり方針等

中野区実施計画※

・ 東京における地域 
公共交通の基本方針

（令和4（2022）年）

国の計画等

都の計画等

本計画の関連計画

※令和5年度未策定
交通環境の整備

都市整備・
まちづくりの実践

・ 中野区自転車利活用計画
・ 中野区交通安全計画
・ 中野区環境基本計画
・ 中野区地域福祉計画
・ 中野区地域防災計画 等
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中野区地域公共交通計画

1-3　対象区域

対象区域は、本区全域を対象とします。

1-3　対象区域	/	1-4　計画期間

図1-2　対象区域

1-4　計画期間

本計画は、令和6(2024)年度から令和15(2033)年度までの10年間を計画期間とし

ます。原則として、5年を目途に見直しを行い、計画の期間終了までに評価や検証を実施

したうえで、次期の地域公共交通計画を策定します。また、取組ごとの実施時期を明らか

にするため、短期・中期・長期に分けて、取組の計画期間を設定します。

ただし、区や地域公共交通を取り巻く状況が著しく変化した場合は、計画期間内におい

ても必要に応じて改定を行います。

図1-3　計画期間

東京都

杉並区

区部

練馬区
豊島区

渋谷区

中野区

新宿区

上鷺宮

鷺宮

白鷺 若宮

丸山 江古田

江原町

松が丘沼袋

新井 上高田

中野 東中野

中央

本町

弥生町

南台

野方

大和町
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令和6（2024）〜令和10（2028)年度

中期
令和11（2029）〜令和15（2033)年度

計画期間

令和6（2024）〜令和15（2033)年度

短期： 5年以内に重点的に実施する取組

中期： 6～10年後を想定した取組

長期： 社会的ニーズ、制度・技術の進展を踏まえ、将来的に実施を検討する取組

長期
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第１章　概要

1-5　対象範囲

不特定多数の方を対象とした移動手段である公共交通やサービスを本計画の主な対

象範囲とします。なお、高齢者や障害者、施設送迎等の特定の方を対象とした移動手段及

びサービスは、連携・調整を図りながら計画を推進します。

1-5　対象範囲

図１-4　計画の対象範囲

鉄道

自家用車 自転車 徒歩

不特定多数の方を
対象とした

移動手段・サービス

連携・調整

次世代モビリティ

路線バス タクシー
コミュニティ
交通

福祉移動・
サービス 送迎バス等

主に特定の方を
対象とした

移動手段・サービス

シェアリングシェアリング シェアリング

主な対象範囲

人の移動（陸上交通）

＊１

＊2

＊3

＊1 コミュニティ交通：

 行政が関与するコミュニティバス・タクシーの他、オンデマンド交通やラストワンマイル

交通等を示します。

＊2 次世代モビリティ：

 電動キックボードや電動車いす、超小型モビリティ等のパーソナルモビリティやグリー

ンスローモビリティ等を示します。

＊3 福祉移動・サービス：

 福祉有償運送やシルバーパス、タクシー券等の外出支援の施策を示します。
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中野区地域公共交通計画

2-1　人口等

2-1-1　人ロ・面積

人口、世帯は令和5(2023)年1月現在で、約33万3千人、約20万9千世帯です。

面積は15. 59k㎡、人口密度は約21. 4千人／k㎡です。

年齢3区分別人口割合は、年少人口が約9%、生産年齢人口が約71%、高齢者人口が

約20%となり、外国人人口割合は、5%を上回ります。

表２−１　人口・面積

2-1		人口等

【出典】

世帯 世帯

【出典】
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第２章　現状

2-1-2　人口分布

中野区500mメッシュ別夜間人口分布

中野駅付近は、商業施設や教

育機関が集積しているため、夜

間人口が少なく、中野駅から

250m程度離れた地域や新宿

区・渋谷区に近い地域で夜間人

口が多い傾向にあります。区の北

側、西武新宿線沿線の中野通り

以西は、夜間人口4千～6千人で

500mメッシュに分布しています。

2-1　人口等

中野区500mメッシュ別高齢化率(65歳以上）

区の概ねの地域は、高齢化率

15～20%で500mメッシュに分

布しており、区の北東部・北西部

は、高齢化率20%を超えている

地域が多い状況です。

【出典】令和2（２０２０）年国勢調査

図2-1　夜間人口分布

【出典】令和2（２０２０）年国勢調査

図2-2　高齢化率



10

中野区地域公共交通計画
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2-1-3　将来人口推移※2

区の総人口は令和17(2035)年をピーク(351,798人)に、その後は減少に転じ、令和

42(2060)年には現在の人口を下回り、令和52(2070)年には313,332人になると見

込まれます。

また、年齢3区分別人口の推移予測では、現在、おおよそ5人に1人の割合となっている

65歳以上の人口は、増加傾向が続き、令和32(2050)年にはおおよそ3人に1人の割合

となり、令和37(2055)年には12万人を超えると見込まれ、一方で、0～14歳及び15～

64歳の人口割合は緩やかに減少すると見込まれます。

少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少は、地域経済や区財政、地域コミュニティの活

力に深刻な影響を及ぼすことが予測されます。

図2-3※3　将来人口・年齢3区分別人口割合の推移予測

2-1		人口等

	 ※2	 将来人口推移：	国勢調査及び住民基本台帳のデータに基づき、これまでの人口推移や開発の進む中野駅周辺まちづくりの

動向、新型コロナウイルス感染症の影響、日本全体の将来人口推計等を踏まえ、令和52（2070)年までを見据えた5年ごと

50年間の推計である。

	 ※3	 図2-3：	将来人口推計・年齢３区分別人口の推移予測・割合（令和2(2020)年の値は、同年10月1日現在（住民基本台帳）

の人口を示している)	【出典】中野区基本計画より作成
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第２章　現状

2-2　地形・土地利用

2-2-1　地形

中野区は、関東平野西部の荒川と多摩川に挟まれた武蔵野台地上に位置しており、沼

袋、落合、野方、中野、幡ヶ谷という5つの小台地と江古田川、妙正寺川、旧桃園川、神田

川、善福寺川の5つの川による谷間によって形成されています。

標高については、最も高い区西部の約45ｍから東に向かってなだらかに下がる台地が

続き、最も低い区東部の神田川沿いでは約25ｍの谷間に向かって大きく下がる、傾斜の

ある地形になっています。また、その他の川沿いに続く谷間からも、両側の台地に向けて

高低差のある地形が見られます（図2-4）。高低差のある地区は、高齢者等にとって移動し

づらい場所と考えられるため、公共交通ネットワークと合わせて検討する必要があります。

2-2　地形 ・土地利用

図2-4　中野区の地形
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中野区地域公共交通計画

A-A’断面

区の南北方向（江古田～南台）の断

面であり、妙正寺川・桃園川緑道・神

田川付近は、標高35mを下回ります。

新井から中野及び渋谷区境付近は、

標高約40mになります。

B-B’断面

区の北西から南東方向（上鷺宮～

本町）の断面であり、練馬区境付近か

ら新宿区境付近にかけて、標高が低く

なっています。

C-C’断面

区の北部東西方向（白鷺～松が丘）

の断面であり、妙正寺川付近の白鷺・

若宮が周辺と比べ標高が低く、中野通

り付近が周辺と比べ標高が高くなって

います。

D-D’断面

区の中部東西方向（中野～東中野）

の断面であり、杉並区境付近から新宿

区境付近にかけて、標高が低くなって

います。

	E-E’断面

区の南部東西方向（弥生町）の断面

であり、善福寺川や中野車両基地の

標高が低くなっています。

2-2		地形 ・土地利用

図2-5　地形断面
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第２章　現状

2-2-2　土地利用

令和3(2021)年度東京都土地利用現況調査によると、中野区の土地利用は、住宅用

地が55.4%と過半を占め、商業用地が7.1%、工業用地が1.1%になります。商業用地は、

中野駅周辺に大きな集積が見られるほか、その他の鉄道駅周辺と幹線道路沿道などに分

布しています。住宅用地は、戸建て住宅と集合住宅（アパート、マンション）の用地が混在

して区内に広がっています（図2-6）。

【出典】令和3(2021)年度土地利用現況調査

図2-6　土地利用の状況・割合

2-2　地形 ・土地利用

公共用地
商業用地
住宅用地
工業用地
公園・運動場等
道路・鉄道等
農用地等
屋外利用地等
河川等
その他
町丁目界

0 500 1000 2000m
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中野区地域公共交通計画

区の道路の特徴

区の道路総延長※4は約367㎞であり、道路率※4は、13.4%（東京都区部15.8%）

になります。図2-8の東京都区部の車道幅員5.5m未満の割合は、中野区が84.0%

と東京都区部の中で最も高く、狭あい道路が多い地域が存在します。

原則、路線バスが走行するために必要な車道幅員は5.5m（図2-7）と考えられ、

狭あい道路が多い地域では、路線バスネットワークの構築が難しいと言えます。

図2-7※5

	 ※4	 道路総延長・道路率：	【出典】特別区土木関係現況調書（令和4(2022)年4月1日現在）

	 	 道路率は総道路面積を行政面積で除したパーセントとし、小数点以下第2位を四捨五入（自動車専用道路を除く）。

		※5	 図2-7：	車両制限令第3条に規定する車両の幅等の最高限度2.5m、第5条に規定する車両の幅は当該道路の車道の幅員

から0.5メートルを減じたものの二分の一を超えないもの（抜粋）より算出。（車道幅員-0.5）÷2≧2.5(m)

2-2		地形 ・土地利用

【出典】令和４年度東京都道路現況調書（令和４年４月１日現在）
国、都、特別区が管理する道路（自動車専用道路を除く）

図2-8　東京都区部の車道幅員(5.5m)
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第２章　現状

幅員6m以上の道路が比較的適切に網形成されている地域は、丸山、江古田、松が丘、

新井、中野（四丁目）となり、狭あい道路が多い地域は、鷺宮、若宮、大和町、野方、上高

田（一･二丁目）、中野（四丁目を除く）、東中野（二～四丁目）、中央、本町、南台等になり

ます。

図2-9　幅員別道路網の状況

2-2　地形 ・土地利用
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西武新宿線
東京メトロ丸ノ内線（丸の内方南支線を含む）

JR中央・総武線
東京メトロ東西線
都営大江戸線

２-３　鉄道

2-3-1　概況

鉄道は、速達性や定時性等が高く、大量輸送を目的とした公共交通機関であり、他の

輸送機関と比べてCO2排出量が少ない特徴があります。区内では東西方向に西武新宿

線、ＪＲ中央・総武線、東京メトロ東西線・丸ノ内線・丸ノ内方南支線、南北方向に都営大江

戸線が通っています。

路線別乗降客数の推移（図2-10）は、令和元(2019)年まで増加していましたが、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受け、令和2(2020)年に約3割減少していま

す。現在は、令和元(2019)年の乗降客数まで到達する見込みは難しいものの、回復傾向

にあります。

＊グラフの数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。

図2-10　路線別乗降客数の推移※6

2-3		鉄道
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図2-11　鉄道駅乗降客数※6

	 ※6	 図2-10～2-11：	【出典】JR東日本「各駅の乗車人員」、西武鉄道「駅別乗降人員」、東京メトロ「各駅の乗降人員」、	東京都交

通局　「各駅乗降人員一覧」

2-3　鉄道

駅名 路線名 乗降客数 構成比

中野
JR中央・総武線 239,692 365,479 47.2%
東京メトロ東西線 125,787

東中野
JR中央・総武線 68,824 91,666 11.8%
都営大江戸線 22,842

中野坂上
東京メトロ丸ノ内線 65,946 100,829 13.0%
都営大江戸線 34,883

新井薬師前

西武新宿線

18,321 2.4%
沼袋 16,623 2.1%
野方 21,546 2.8%
都立家政 16,356 2.1%
鷺ノ宮 28,112 3.6%
落合 東京メトロ東西線 23,076 3.0%
新中野 30,917

東京メトロ丸ノ内線
4.0%

中野新橋 18,258 2.4%
中野富士見町 17,111 2.2%
新江古田 都営大江戸線 26,088 3.4%

合計 774,382 100.0%
乗降客数︓令和4（2022）年
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2-4　路線バス

2-4-1　概況

路線バスは、大量輸送を可能とし、主に鉄道駅や主要施設等をつなぐ路線を運行して

います。地域住民の移動手段として柔軟性が高い公共交通機関である一方、交通渋滞の

影響を受けやすく、鉄道と比べ定時性の確保が難しい特徴があります。

区内で運行するバス会社は5社あり、路線バス乗車人数の推移は鉄道同様、令和

元（2019）年まで増加しましたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受

け、令和2（2020）年に約3.5割減少しています。現在は回復傾向にありますが、令和元

(2019)年の乗車人数まで到達する見込みは難しい状況です。

また、路線バス乗車人数の割合は、関東バスと京王バスが高く、全体の7割以上を占め

ています（図2-12）。

2-4		路線バス
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＊グラフの数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。

【出典】第63回中野区統計書（令和5(2023)年）、東京都交通局バス系統別収支状況より作成

図2-12	事業者別の路線バス乗車人数の推移
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2-4-2　路線バスのネットワーク

区内の公共交通による南北移動は、主に路線バスが担い、サービス密度は、関東バス

（桃）・京王バス（黄）が高く、概ね中野駅を境に関東バスが北側、京王バスが南側を運行

しています。区内を南北に移動する際は、中野駅で乗り換える必要が多く、また、環状七

号線西側の南北ネットワークの構築は、道路幅員等の関係上、難しい状況です。

【出典】各交通事業者ＨＰ（令和5(2023)年）より作成

図2-13　事業者別の路線バス網

2-4　路線バス
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2-4-3　路線バスの運行状況

バス停留所別1時間あたり往復便数は、中杉通り・環状七号線・中野通り・方南通りの

バス停（一部除く）が25便以上ある一方、環状七号線西側の新青梅街道や中野新橋通り

のバス停が5便未満と少ない状況です。

【出典】各交通事業者ＨＰ（令和5(2023)年）より作成

図2-14　バス停留所別発着本数

2-4		路線バス
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2-4-4　路線バス乗車人数

路線バスの１日平均乗車人数は、南北方向の利用が多く、東西方向（特に鉄道が平行

に走っている近辺の路線）の利用が少ない状況と言えます。

【出典】第63回中野区統計書（令和5(2023)年）、東京都交通局バス系統別収支状況より作成

図2-15　路線バス利用状況

2-4　路線バス
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2-5　タクシー

2-5-1　概況

タクシーは、大量輸送機関（鉄道・路線バス等）の補完的役割を果たすとともに、ドア・ツ

ー・ドアーの機動的・個別的公共輸送機関として区民の生活に定着しています。

また、高齢者や車いす使用者、外国人旅行者など、誰もが快適に乗り降りできるユニバ

ーサルデザインタクシーが増加しています。

タクシーの実車率※7は、平成21(2009)年以降を境に増加傾向が続きましたが、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛の影響を受け、人の移動が制限された

ことにより、令和2（2020）年に約8ポイント減少しました（図2-16）。現在は、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大前の実車率を上回り、輸送人員についても回復傾向にありま

す（図2-17）。

図2-16	実車率の推移※8	

（東京都区部・武三地区）

	 ※7	 実車率：	走行距離÷実車距離

	 ※8	 図2-16～2-17：	【出典】東京のタクシー2023	（東京ハイヤー・タクシー協会）より作成

2-5		タクシー

図2-17	輸送人員の推移※8

（東京都区部・武三地区）
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2-5-2　UD研修・デジタル（IT）化

タクシードライバーが、高齢者や体の不自由な方とのコミュニケーション、車いすの取

扱いや乗降時の介助方法について学ぶＵＤ研修の受講者数は、年々増加傾向にあります

（図2-18）。

近年、多くのタクシー事業者がアプリでの配車を可能としており、無線配車回数の推移

は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた令和2（2020）年度を除き、大

幅に増加しています（図2-19）。また、都内のタクシーにおいては、キャッシュレス決済の普

及によりクレジットカード・電子マネー決済の導入率※9は98%を上回っています。

図2-18　ＵＤ研修の推移※9

	 ※9	 図2-18～2-19、クレジットカード･電子マネー決済の導入率：	【出典】東京のタクシー2023	（東京ハイヤー・タクシー協会）

より作成

2-5　タクシー

図2-19　無線配車回数の推移※9

（スマートフォンによる配車回数を含む）
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利用する（週5日以上）

17.1%

利用する（週3～4日）

10.8%

利用する（週1～2日）

12.2%

利用する（月に数回）

12.6%

全く利用しない

44.8%

無回答

2.5%

n=1,016

2-6　自転車

2-6-1　概況

自転車の特徴として、移動距離5kmまでは他の交通手段と比べ利便性が高く（図

2-20）、環境負荷低減や健康増進に寄与する交通手段になります。通勤・通学、買物や駅

までの移動等、幅広く利用されており、月に数回以上利用する区民が約5割、週5日以上

利用する区民が約2割となっています（図2-21）。

【出典】東京都自転車活用推進計画

図2-20　自転車利用の時間的利便性

2-6-2　シェアサイクル

区内の公共交通の補完、区民の移動利便

性の向上、自治体間の広域連携等の課題に

対し、シェアサイクルの導入効果や運用方法

等について幅広く検証することを目的に、区

は令和2(2020)年にシェアサイクル事業を

開始しました。区内移動の他、近隣区への移

動に利用されており、特に新宿区、渋谷区と

の流入出が多い状況です（図2-22）。また、

区内のポート数の増加とともに、会員登録数

も増加しているため、今後もポート設置の促

進が求められています。

2-6		自転車

【出典】令和4（2022）年	中野区区民意識・実態調査

図2-21　自転車の利用状況

【出典】中野区シェアサイクル(ドコモ・バイクシェア)
利用実績(令和4(2022)年12月)

図2-22　中野区と区外の流入出状況
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2-6-3　自転車通行空間

自転車通行空間の整備は、区や東京都・警視庁によって進められ、「自転車レーン」や

「自転車ナビマーク」の設置、交差点を中心に「自転車ナビライン」の設置などが実施され

ています。区は、中野区自転車利活用計画を令和5(2023)年に策定し、自転車ネットワ

ークの計画的な整備を進めています。

【出典】中野区自転車利活用計画

図2-23	自転車通行空間の整備状況

2-6　自転車
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2-7　移動実態

2-7-1　移動量と交通分担率

総トリップ数と総人口の推移（図2-24）より、平成10(1998)年から平成20(2008)年

にかけて、区の総人口が微減しているのに対し、総トリップ数は増加していましたが、平成

20(2008)年から平成30(2018)年にかけて、総人口の増加に対し、総トリップ数が減

少しています。これは、在宅勤務（テレワーク）やｅ-コマースの普及等により外出率の減少

が生じていることが想定されます。

代表交通手段構成比の推移（図2-25）は、平成10(1998)年から平成30(2018)年に

かけて、鉄道の分担率が約10ポイント増加し、自動車の分担率が2分の1程度に推移して

います。このことから、区民の移動の多くは公共交通機関が担っており、引き続き公共交

通機能を維持していくことが重要です。

距離帯別の代表交通手段分担率（図2-26)は、概ね短距離移動が徒歩、長距離移動

が鉄道となり、徒歩や鉄道を補完する距離の移動に、自転車やバスが利用されています。

駅端末交通手段別割合（図2-27)は、徒歩が多くを占めていますが、中野駅と鷺ノ宮

駅については、バス・自転車の割合が他の駅と比べ少し高くなります。速達列車（急行等）

が停車する等、駅の特徴がこの要因の1つと想定されます。

【出典】東京都市圏パーソントリップ調査※10

図2-24　総トリップ数と総人口の推移

2-7		移動実態
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【出典】東京都市圏パーソントリップ調査※10

※代表交通手段とは、目的地まで利用した主な交通手段のこと。複数の交通手段を利用した場合、主な交通手段の集計上の優先順
位は、鉄道-バス-自動車-二輪車-徒歩の順となる。なお、タクシーは「自動車」に区分され、各調査年次約1%以下である。

図2-25　代表交通手段構成比の推移

【出典】東京都市圏パーソントリップ調査※10、代表交通手段別OD表より、中野区の計画基本ゾーン
を対象に作成（※「～1.0」の距離帯は区部の計画基本ゾーンを対象に集計することで補完）

図2-26　距離帯別の代表交通手段分担率

2-7　移動実態
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【出典】東京都市圏パーソントリップ調査※10

図2-27　駅端末交通手段別割合

	※10	 東京都市圏パーソントリップ調査：	人の移動に関する内容について、ある人の平日の1日の動き（起終点、目的、交通手段等）

を把握する調査。第6回東京都市圏パーソントリップ調査は、平成30(2018)年9～11月に、1都4県（神奈川県、埼玉県、千

葉県、茨城県南部）の268市区町村に居住する約1,800万世帯のうち無作為で選ばれた約63万世帯の方（満5歳以上）を

対象に実施。調査主体は東京都市圏交通計画協議会、調査周期は概ね10年に1度。

2-7		移動実態
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2-7-2　外出目的等

区民移動実態に関するアンケート調査※11結果によると、区民の外出目的は、通勤･通学、

買物が全体の約8割を占めます（図2-28）。

外出目的地は、区内が中野、東中野、野方の順に多く、区外が新宿区、千代田区、杉並

区の順に多い状況です（図2-29）。

地域別交通手段の満足度は、他の地域に比べ大和町、若宮の不満割合が約2割以上と

高く、満足割合が約6割以下と低い状況です（図2-30）。

2-7　移動実態

図2-29　外出目的地
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上高田(n=93)

新井(n=55)

白鷺(n=56)

弥生町(n=68)

東中野(n=62)

松が丘(n=31)

中野区合計(n=1198)

不満 満足 どちらとも言えない 不明

＊グラフの数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。

図2-30　地域別交通手段の満足度

	※11	 区民移動実態に関するアンケート調査：	区の公共交通等を利用した移動状況や満足度を把握するための調査。調査時期は

平成30(2018)年8月21日から9月5日、調査対象は18歳以上の中野区民、調査方法は3,000人を無作為抽出し、郵送

配付、郵送回収（回収率は約40%）。
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